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令和６年９月改定 

●患者さまの権利と義務 

 私たちは、患者さまとの信頼関係で結ばれた医療を行う事をめざし、 

 患者さまの権利と義務について明記し、その実現にむけて皆さまと共に 

 努力していきます。 

 

【安全で良質な医療を公平に受ける権利】 

 いかなる人も、平等に適切で良質な医療を受ける権利があります。 

 

【人格を尊重される権利】 

 個人の人格、価値観、宗教、性自認、性的指向等を尊重し、医療者との協力の

もと適切な医療を受ける権利があります。 

 

【説明を受ける権利】 

 病気や検査などについてわかりやすい言葉や方法で理解・納得ができる 

 十分な説明と情報提供を受ける権利があります。 

 

【自己決定の権利】 

 十分な情報と医療者からの助言・協力を得た上で、自分の意思に基づいて 

 診療計画や治療等について自由に選択・決定することができます。 

 

【知る権利】 

 治療に関する費用およびその明細について、説明を受ける権利があります。 

 医学知識や医療制度について、福祉や介護保険などを知る権利があります。 

 

【セカンドオピニオンを求める権利】 

 医師や病院を自由に選択する権利があります。医療のどの段階においても、 

 他の医療機関の医師の意見を求めることができます。 

 

【プライバシーが保護される権利】 

診療の課程で得られた個人情報については保護され、第三者に開示されない権

利があります。 

 

【情報を提供する義務】 

医療者が最善かつ適切な診療を行うために、自分の健康状態に関する情報をで

きるだけ正確に提供してください。 

 

【診療に協力する義務】 

 すべての患者さまが適切な医療行為を受けられるために、病院の定めた規則

を守るようご協力してください。 

 


